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大学教育におけるレクリエーション ･
スポーツ授業の実践と評価(3)
笹 瀬 雅 史1) 山 川 奈 央1) 谷田辺 妙 子1) 竹 田 隆 一1)
2008-09年,Y大学で ｢レクリエーション･スポーツ｣の授業を6クラスで実施した｡その2
クラスについて実践結果と受講生48名のレポートをもとに,①授業で興味を持った点とその理
由,②授業を改善すべき点と工夫についてまとめ分析を行った｡そして受講生と実施者の協議を
もとに授業実践の評価を行い,その意義と改善点を検討した｡その結果から,受講生は,未知の
種目の新鮮なおもしろさやスポーツ本来の素晴らしさを実感できたこと,また,手軽にできかつ
技術的体力的にも奥深い息 男女や所属学科を越えてみんなで行える楽しさ,初めて会った人た
ちと交流が深まること,継続意欲を増すなどの点から授業の意義を肯定的に評価していた｡改善
点と工夫については,均衡したチーム編成と機会の平等性確保,簡単簡潔なルールの徹底,みん
なが楽しめる種目と方法の採用,柔軟な発想と対応の必要性,安全性の確保があげられた｡そし
て実践の評価と改善策をふまえた上で,運動特性を視野に入れたレクリエーション ･スポーツの
授業モデル案を提起した｡
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1.課題と方法
(1)課 題
本研究の目的は,大学教育で ｢レクリエーション ･
スポーツ｣の授業を実践し,その評価と改善点を検討
することによって,より広範に活用できる授業プログ
ラムを提起することである｡
かつてスポーツは青少年や若い人たちのものであっ
た｡しかし,現在では女性,中高年齢者,障がい者な
ど多様な人々がスポーツを行うようになってきた｡そ
して各地で多種多様なスポーツ活動が展開されてい
る｡今や生涯スポーツの時代である｡
そして,これまでスポーツに参加する機会が少な
かった女性や中高年齢者向け,また地域の行事やイベ
ントで誰もが参加できる種目として,｢レクリエー
ション･スポーツ｣や ｢ニュースポーツ｣と呼ばれる
種目群が取り入れられてきた｡近年はこうした種目に
関する概説書,指導書も出版されている1)0
筆者らは10年以上にわたる授業実践から,こうした
レクリエーション ･スポーツ種目を幼少期から体験す
るのが望ましいと考えている｡その理由として第 1
に,多様なスポーツ種目を体験して,それを享受する
1)山形大学地域教育文化学部文化創造学科
能力を培い,生涯スポーツにつながることが期待でき
ることである｡第2に,スポーツを通じで性別,世代
の異なる多様な人々と交流できる点である｡第3は,
学校体育との関わりで,体育が苦手な子どもも運動の
楽しさを味わえ,同時に本格的な競技スポーツへの準
備に適していると考えるからである｡
筆者らはこうした問題意識にもとづき,数年間にわ
たって大学生を対象にレクリエーション･スポーツの
授業を計画 ･実践して,その成果と課題を検討してき
た｡そこであきらかになったことは,次の3点であ
る｡第1に,レクリエーション ･スポーツの体験が生
涯スポーツ観形成の端緒となることである2)｡第2
は,受講生はレクリエーション ･スポーツ授業の積極
的意義を認めていることである3'｡第3は,こうした
種目を学校体育 (小学校,中学校,高等学校,大学)
に導入することに賛成している点である1)0
これらの作業を通じて,レクリエーション ･スポー
ツ授業の意義は確認できた｡しかし,これまでの授業
は,いまだ手探りの状態であり,多数の種目を体験す
ることにとどまっていた｡授業体験が生涯スポーツに
つながるためには,より効果的な授業プログラムの確
立が必要であり,その点では本格的な研究は始められ
たばかりである5)0
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そこで,これまでの研究をふまえて,新たな視点を
加えて授業実践を行うことにした｡その目的は,レク
リエーション･スポーツ授業の計画 ･実践とその結果
の分析 ･評価を行うとともに,改善点を生かした授業
プログラムを提案することである｡新たな視点とは,
これまで踏み込めなかった種目特性 (運動特性,運動
量,技術),時間数の目安,条件整備 (施設 ･用具な
ど)を検討する点である｡
また,研究方法上では,受講生の ｢声｣(感想 ･意
見)を積極的に活用して,授業の実施者と受講生の議
論にもとづく,総合的な評価と改善案の提起を行うこ
ととした｡
この研究は,他の学校体育で授業を行う場合の参考
材料を提供するものである｡また,わが国のスポーツ
振興策の指針である ｢スポーツ振興基本計画｣(文部科
学省,2000年,2006年改定)で提唱された ｢生涯ス
ポーツ社会｣の実現につながる学校体育のあり方を検
討する際の-資料となるものと考える6)0
なお,レクリエーション･スポーツとニュースポー
ツは厳密には同義ではないが,本研究では記載上の便
宜から,主としてレクリエーション･スポーツの用語
を使用する｡
(2)対象と方法
2008年および2009年に,Y大学にて1年次の教養教
育科目 ｢レクリエーション･スポーツ｣の実技授業を
4クラス,地域教育文化学部3年次の専門科目 ｢レク
リエーション･スポーツ｣を2クラスの合計6クラス
を実施した｡本研究では,これら6クラスの実践をふ
まえつつ,事例としては2008年および2009年前期の専
門科目として開講した2クラスを取りあげることにす
る｡
授業は,4月～7月の期間,週1回 (90分)授業を
全15回実施した｡そして次の二段階の方法によって
データを得た｡第一段階として,一回ごとの授業の実
施中に観察データを記録するとともに,授業終了後に
授業者と受講生による反省と議論を行い,記述データ
化して記録の蓄積を行った｡第二段階として,7月中
旬に受講生を対象にアンケート調査を実施した｡質問
紙法の項目は,①レクリエーション･スポーツ種目の
体験歴,②授業で関心を持った点とその理由･感想
(自由記述),③授業を改善するための改良点と工夫
(自由記述)である｡2008年度は26名,2009年度は22
名,合計で48名の有効回答を得た｡
得られたデータは定性的な情報に関する記述データ
であるので,KJ法によって整理 ･統合と分析を行った｡
具体的には次のようにデータを扱った｡授業記録と反
省･議論による記述データは全部で114であった｡この
全データを探検ネットに図解化した｡また,質問紙の
データについて,質問①は集計を行った｡質問②と③
の回答は自由記述である｡そこで自由記述の文章か
ら,まとまった意味を持つ一文を,一つの記述データ
として扱った｡すべての記述データをカード化し,質
問②は73,質問③は51の記述データを得た｡そして全
データをもとに,探検ネット,多段ピックアップを経
て,KJ法でデータの整理 ･統合を行い,検討した7)｡
2.授業の目的と実施概要
(1)授業の目的
この授業では,競技スポーツの種目や学校体育の教
材ではなく,レクリエーション･スポーツやニュース
ポーツの種目を数多く体験 ･学習し,スポーツ文化の
多様さを学び,生涯スポーツに資することを目的とし
ている｡
具体的には次の点に留意している｡①多様なレクリ
エーション ･スポーツ種目への挑戦と体験を通して
ルール,技術,運営方法を学習すること｡②授業を通
してスポーツに真剣に取り組み,かつ楽しむこと｡③
好きな種目,得意な種目の他に,未知の種目に積極的
に取り組む意欲を喚起することである｡また,他の専
攻 ･学年 ･性別の学生と共同で学習し交流を深めるこ
とである｡
(2)クラスと受講学生
2008年度は,受講生26名であり,その内訳はスポー
ツ･保健体育を専攻する学生男子14名,女子は12名で
スポーツ･保健体育専攻9名,他専攻 3名である｡
2009年度は,受講生25名であり,その内訳はスポー
ツ･保健体育を専攻する学生男子11名,女子は14名で
スポーツ･保健体育専攻12名,留学生2名である｡
(3)授業の構成と進め方
授業の場所は,屋内体育館を使用した｡ただし,種
目に応じて屋外のグラウンドを使用した｡
授業の進め方は,集合して,種目のルール説明,道
具の使用方法の説明を行う｡そして道具の設置を行
う｡その後,実際に実技を行う｡なお,授業時間中に
も必要に応じて集合し,説明や注意を行った｡
チームやグループ編成については,最初の授業で男
女の比率を均等にした混合のチームを編成した｡他専
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攻の学生がいる場合は同一チームに固まらないように
配慮した｡そのチームで行うことを基本とし,あとは
種目に応じて適宜必要人数のチームをつくった｡
(4)実施種目
多くの種目を体験してもらうため,原則として1回
の授業で一つの種目を実施した｡ただし,種目によっ
ては複数回実施したものがある｡また,1回の授業の
中で二つの種目を実施したこともある｡
授業で実施した種目は次のとおりで,ほぼ同様な内
容である｡
2008年度は,①ドジビー,②フライングディスク,
③キックベースボール,④アルティメット,⑤ソフト
バレー,⑥ティーボール,⑦ソフトボール,⑧ペタン
ク,⑨ソフトサッカー ･フットサル,⑲卓球 (ラージ
ボール),⑪ユニバーサルホッケー (以下,ユニホック
と記す),⑫インディアカ,⑱バスケットボール,⑪一
輪車,⑥スピードボール,⑱セパタクロー,⑰ハンド
ボール,⑱綱引き,⑩キンボール｡
2009年度は,①フライングディスク,②ドジビー,
③キックベースボール,④ソフトバレー,⑤ティー
ボール,⑥ソフトボール,⑦ペタンク,⑧ソフトサッ
カー･フットサル,⑨卓球(ラージボール),⑲ユニホッ
ク,⑪インディアカ,⑫ピックルボール,⑱一輪車,
⑭バドミントン,⑥バスケットボール,⑯セパタク
ロー,⑰スピードボール,⑱綱引き,⑩キンボール｡
3.レクリエーション･スポーツ種目の体験歴
受講生のレクリエーション･スポーツ種目の体験歴
について,2008年 ･2009年度の結果を示す (表 1参
照)0
表のデータは,全6クラスを対象として授業実施前
に行ったアンケート調査の結果 (N-217,男153,女
64)である｡ここから,大学入学以前の学校体育と学
校外での体験歴 (実施率)を読み取ることができる｡
この表から,種目を大きく以下の3つのグループに
分類することできる｡
①小学校で実施率が高く,中学校,高等学校では実
施率が低下する種目である｡キックベースボール (小
学校86.6%,中学校17.5%,高等学校3.7%),一輪車
(小学校70.5%,中学校3.7%,高等学校0.5%),綱引
き (小学校88.0%,中学校55.3%,高等学校31.8%)
が該当する｡
キックベースボールや一輪車は,小学校の授業や遊
びで行われている｡また,綱引きは中学校や高等学校
でも実施率が比較的高いが,これは運動会やスポーツ
大会など学校行事で実施しているからだと考えられ
る｡また,筆者らの調査から,一輪車は女子の実施率
が高く,男子は低いようである｡
②小学校,中学校,高等学校で,40%以上の実施率
があり,比較的よく行われている種目である｡バドミ
ン トン (小学校47.9%,中学校64.5%,高等学校
68.2%),ソフ トサ ッカー ･フットサル (小学校
43.3%,中学校45.2%,高等学校44.7%),卓球 (小学
校41.5%,中学校73.7%,高等学校62.2%)が該当す
る｡
バドミントンと卓球は,小学校での体験がある上
に,中学校や高等学校での比率が上昇しており,学校
体育の教材として活用されていることがわかる｡フッ
トサルは,サッカーの人気の高さを背景に,屋内で少
人数でできる種目として実施率が高くなっている｡
③学校での実施率が低い種目である｡ソフトバレー
(小学校35.9%,中学校30.9%,高等学校20.3%),フ
ライングディスク･ドジビー (小学校8.8%,中学校
4.6%,高等学校3.7%),ティーボール (小学校7.8%,
中学校1.8%,高等学校1.4%),インディアカ (小学校
3.7%,中学校5.5%,高等学校5.5%),セパタクロー
(小学校0.5%,中学校1.4%,高等学校0.9%),ペタ
ンク (小学校5.1%,中学校1.8%,高等学校0.5%),
ユニホック (小学校1.8%,中学校2.8%,高等学校
3.7%),スピードボール (小学校1.8%,中学校0.5%.
高等学校0.9%),キンボール (小学校6.9%,中学校
1.8%,高等学校0.5%),ピックルボール (小学校
0.0%,中学校0.0%,高等学校0.0%),である｡
この中でソフトバレーは,本格的なバレーボール競
技への導入として用いられることの他,屋内で小人数
でできるため比較的実施率が高い｡他の種目は実施率
が10%以下であり,学校ではあまり行われていないこ
とがわかる｡
｢学校外で体験 したことがある種 目｣は,卓球
(20.7%),バドミントン (18.4%),ソフトサッカー･
フットサル (12.9%)が10%以上の実施率である｡他
はさらに低くなり,フライングディスク･ドジビー
(5.5%),一輪車 (4.6%),ソフトバレー (3.7%),
ペタンク (1.8%),インディアカ (1.4%),･ティー ボー
ル (0.9%),セパタクロー (0.9%),ピックルボール
(0.5%),キックベースボール (0.0%),ユニホック
(0.0%),キンボール (0.0%)である｡
学校外での体験した種目の実施率は総じて低い｡こ
のことから,現在の学生のスポーツ体験は,学校体育
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に依存する部分が大きく,学校外でのスポーツ,とり
わけレクリエーション ･スポーツの活動はいまだ十分
なものではないことがわかる｡
また,上記の③学校での実施率が低い種目は,学校
外での実施率も低い｡したがって,ソフトバレーを除
いた9種目 (フライングディスク ･ドジビー,ティー
ボール,インディアカ,セパタクロー,ペタンク,ユ
ニホック,スピー ドボール,キンボール,ピ ックル
ボール)については,大学の授業で初めて知った,経
験した種目という受講生がほとんどである｡
表 1 受講生のレクリエーション ･スポーツ体験歴 (2008･09年度)
種目名 体験の傾向 体験したことがある (複数回答可)
小学校 中学校 高校 学校外
キックベースボ ソーレ 小学校で僻険 188(86.6) 38(17.5) 8(3.7) 0(0.0)
一輪車 ′J嘩校で体験 153(70.5) 8(3.7) 1(0.5) 10(4.6)
綱引き 学校,行事で体験 191(88.0) 120(55.3) 69(31.8) ll(5.1)
バドミントン 小中高校で体験 104(47.9) 140(弘 5) 148(68.2) 40(18.4)
ソフトサッカー .フットサル 小中高校で僻険 94(43.3) 98(45.2) 97(447) 28(12.9)
卓球 小中高校で体験 90(41.5) 160(73.7) 135(62.2) 45(20.7)
ソフトバレー 小中高校で体験 78(35.9) 67(30.9) 44(20.3) 8(3.7)
フライングディスク.ドジビー 経験者少ない 19(8.8) 10(4.6) 8(3.7) 12(5.5)
ティー ボ ソーレ 経験者少ない 17(7.8) 4(1.8) 3(1.4) 2(0.9)
インディアカ 経験者少ない 8(3.7) 12(5.5) 12(5.5) 3(1.4)
セパタクロー 経験者少ない 1(0.5) 3(1.4) 2(0.9) 2(0.9)
ペタンク 経験者少ない 1.1(5.1) 4(1.8) 1(0.5) 4(1.8)
ユニホック 経験者少ない 4(1.8) 6(2.8) 8(3.7) 0(0.0)
スピー ドボール 経験者少ない 4(1.8) 1(0.5) 2(0.9) 2(0.9)
キンボール 経験者少ない 15(6.9) 4(1.8) 1(0.5) 0(0.0)
ピックルボール 経験者少ない 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 1(0.5)
※N=217(男153,女64)O単位は人, ()内は百分比 (%)
4.受講生が興味を持った点とその意義
授業終了時の受講生へのアンケート調査で,受講生
はこの授業を肯定的に評価している｡そこで,受講生
が ｢この授業で興味を持った点とその理由｣について
自由に回答してもらった｡その結果73の記述データを
得た｡全データをKJ法でまとめ,受講生がレクリエー
ション ･スポーツの授業で興味を持った点とその意義
について検討した｡その結果を以下の6点について述
べる｡
(丑斬新なルールが新鮮でおもしろい
レクリエーション ･スポーツの中には,ユニークな
ルールのものがある｡3チームが同時に競技を行うキ
ンボールでは,｢ボールを落とした時,指名されたチー
ム以外のチームにも点数が入るのが変わっていておも
しろい｣｡また,-投で多 くの得点が可能な ｢ペタン
クは最後の一球でも逆転のチャンスがあり,最後まで
勝敗がわからないスポーツだった｣など,これまで経
験したことのない珍しいルールに斬新さとおもしろさ
を感じたという｡これまでにないルールの新鮮さか
ら,受講生はこうした種目に興味を持っている｡
(診新しい感覚を味わうことができる
②-1.遊びやスポーツ種目と似た要素がある
授業で体験したレクリエーション ･スポーツの魅力
の一つは新鮮さである｡けれども,すべてが未知のも
のというのではなく,既存のスポーツや高齢者を含め
て誰もが経験する遊びと類似する要素がある｡そのた
め,初めて行 う人でも楽しめるものが多い｡たとえ
ば,パイナップル型の羽球を打ち合う ｢インディアカ
のルールがバレ-ボールと似ていたので,親しみやす
く楽しめた｣｡また,鉄球を投げる ｢ペタンクはおはじ
きに類似していて,お年寄りにも親しみやすい｣など,
初めて行った種目であるが,親しみやすかったという｡
②-2.新しく改良 ･加味した点がある
ラージボール卓球は,球のサイズを大きくし,空気
抵抗が大きいためにスピー ドが落ちる｡受講生は,
｢ラージボール卓球で大きいピンポン球を使 ったの
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で,今までとは違った感覚を味わえた｣という｡また,
フライングディスクを使ってドッジボール型のゲーム
を行うドジビーでは,｢ボールの飛んで行くところが
予想できず,おもしろい｣｡そして,｢ドジビーは普通
のドッジボールより狙いがつけにくく新鮮なので,千
どもたちにやらせてみてもおもしろい｣と述べてい
る｡このように,レクリエーション ･スポーツの種目
の新鮮さは,既存のスポーツ種目や遊びを改良し.よ
り多くの人が楽しめるように新たな魅力を加味した点
にある｡そのために,とっつき易くかつ新しい感覚を
味わうことができるのである｡
③うまくできた時の快感がある
｢キンボールを初めて行って,最初は難しいと思っ
たが,非常に面白かった｣ ｡ ｢ペタンクで球が当たって
はじいた時の快感がたまらなくおもしろい｣ ｡ ｢一輪車
でのバランス感覚がおもしろかった｣と,楽しみなが
らスポーツを行っていたことがわかる｡未経験の種目
に当初は不安を抱いていたが,やってみてうまくでき
た時の喜びと楽しさを感じている.また,｢一輪車で
乗れそうで乗れない感じがもどかしく,いつか乗れる
ようになりたい｣といった,前向きで意欲的な姿勢も
感じることができる｡このように,純粋にスポーツの
楽しさを得ることができている｡
④技術的奥深さと運動量があり魅力的だ
④-1.技が多様で奥深さがある
フライングディスクを使った複数の競技を経験し
て,｢ドジビーで投げ方によって飛び方が変わるとこ
ろにおもしろさを感じた｣という意見や ｢フライング
ディスクは飛ばして遊ぶだけかと思っていたが,いろ
いろな競技性もあると知った｣と,多くの種目と技術
的課題があることを知り,その多様性と奥深さがある
ことに驚いている｡また,｢ペタンクは簡単そうで難
しい｣と最初は簡単だろうと思っていたが,いざ競技
をやってみると意外と難しいという側面がある｡レク
リエーション･スポーツといっても,簡単容易なばか
りでなく,技術的奥深さの魅力があることがわかる｡
④-2.運動量がある
｢キンボールは本気でやったらとても疲れるスポー
ツで魅力的である｣,｢キンボールを最初に見た時は物
足りなそうだと思ったが,やってみると意外に楽しく
でき,また運動量もあるため興味を持った｣,また ｢バ
ドミントンは適度な運動量が確保できる｣など,一般
の学生だけでなく,スポーツ専攻の学生にとっても満
足できる十分な運動量があることがわかった｡授業で
実施した種目にはペタンクやスピードボールのように
運動量が少ないものがあるが,多くの種目は適度な運
動量があると評価できる｡
⑤性別 ･世代を問わずみんなで楽しめる
⑤-1.運動能九 体格,年齢に関係なく楽しめる
｢キンボールは運動能力･体格差が影響しにくいので
誰でも楽しめる｣,｢ペタンクは体力に関係なく楽しめ
る｣など,運動歴や運動能力の差,体格の差がゲーム
に及ぼす影響が小さいので楽しめるという意見が多
かった｡また,｢フライングディスクはそれほど激し
い動きがないので,子どもから大人まで一緒に楽しむ
ことができる｣,｢ペタンクは子どもから若者,高齢者
まで幅広い世代で一緒に楽しめるゲーム性がある｣と
いうように,レクリエーション ･スポーツの種目は,
性別を問わず,子どもから若者,高齢者まで幅広い世
代で楽しむことができる点が魅力である｡
⑤-2.初心者に向いている
ソフトバレーは ｢ボールが柔らかく初心者でも安心
してできる｣ことが配慮されている｡ティーボールも
スポンジのような柔らかい球で,当たった時の痛さを
軽減し,そのことへの恐怖感をなくす配慮がなされて
いる｡また,ピックルボールは中空の球であり,ラー
ジボール卓球と同様に,スピードが出ないような構造
のため,初心者でも取り組みやすい｡このように,こ
れらの種目は初心者が抱きやすい不安を取り除く配慮
がされている｡そのため ｢ソフトバレーはバレーの導
入部として行うと良い｣,ティーボールはソフトボー
ルや野球の導入になるというように,本格的な競技ス
ポーツの導入の役割をはたすものである｡
⑥連帯感を培うことができる
⑥-1.チームで戦略を練る楽しさがある
4人でチームを組むキンボールでは,｢ボールをど
のチームへ,どこへ飛ばすのかという戦略を立てた
り,その対処が興味深かった｣,｢レクリエーション性
と戦略性を兼ね備えている｣と戦略面のおもしろさを
述べている｡また,｢綱引きで,チームにわかれて掛け
声の作戦を決めて,楽しく授業を行うことができた｣
など,手軽にできてかつチームで戦略を話し合って取
り組むおもしろさがある｡
⑥-2.仲間と協力しあう楽しさがある
バドミントン,ピックルボールをはじめ多くの種目
で ｢お互いにカバーしあい,連携協力する楽しさがあ
る｣.また,キンボールで ｢チームで思考 ･協力し,
得点する一体感を味わえる｣ことや｢自然とチームワー
クが生まれ,その中で楽しんでできる｣ことなど,仲
間とともに協力しお互いに励ましあうところに楽しさ
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を感じている｡このように,スポーツに取り組むこと
により,メンバーの間に心の交流と連帯感が培われる
ことが,レクリエーション･スポーツの重要な機能で
あると評価することができる｡
この授業では,来日して間もない留学生が参加して
いた｡日本人学生と留学生の間でスポーツを通じてコ
ミュニケーションと交流を深めることができたという
ケースがあった｡
｢レクリエーション･スポーツの魅力の1つは,幅
広い年齢,運動能力の人が一緒に楽しめるという点
だ｡授業では,スポーツ専攻の学生の他に中国からの
留学生が2人いた｡留学生はあまり日本語が上手では
なく,最初は日本の学生とコミュニケーションをとれ
ずにいた｡しかし,授業をしていく時に身振り手振り
で学生にやり方を教えてもらったりして,言葉が通じ
なくてもコミュニケーションがとれるようになってき
た｡スポーツ専攻の学生も初めて行うスポーツばかり
だったので,最初から能力に差が出るということはあ
まりなく,みんなで探り探り授業をしていくので,留
学生も加わりやすかったように思う｡ また,留学生か
ら 『芸能人では誰が好きですか?』などと聞かれた
り,スポーツをしながら他の人と楽しくコミュニケー
ションがとれるということが,今まで私が行ってきた
競技スポーツとの違いだと思った｡授業ではいつも笑
顔が溢れていた｡
毎回違うスポーツをするので,私は次は何をするの
かなと楽しみだった｡しかし,1回の授業で終わるの
はもったいないなというスポーツもあり,もっと授業
回数があれば内容を深められたのにな,という気持ち
もあった｡｣
受講学生は当初は未知の種目にとまどうことがあ
る｡しかし,取り組んでいくと手軽で簡単そうであり
ながら奥深さがあり,熱中できる｡学生は新鮮さと興
味から積極的に授業に参画した｡スポーツ専攻の学生
は自身の専門種目とは異なるスポーツ種目の楽しさに
気づいた｡また,スポーツによる学科や性別をこえた
交流の機能を評価している｡そして,この経験をいか
して未知の種目に挑戦し,今後も生涯スポーツとして
やりたいという意欲を持つ学生も多い｡これらの点か
ら,この授業は学生にとって有意義であったと総括で
きる｡
5.授業改善のための工夫と授業モデルの提案
(1)授業改善のための工夫
先述したように,受講生はこの授業を肯定的に評価
していることがわかった｡次に,レクリエーション ･
スポーツの授業を行う際の留意点と ｢授業を改善する
ための工夫｣について自由記述で回答してもらった｡
授業の課題や改善点に関する受講生の意見を今後の授
業の改善や別の機会に活かすためである｡そこで得た
51の記述データをKJ法により整理 ･統合し,検討し
た｡その結果を以下の5点について述べる｡
①均衡なチーム編成と機会の平等性確保
(ヨー 1.チーム力の均衡化
｢男女差や経験などの力の差がありすぎる場合は,
ハンディキャップをつけて均衡したゲームができるよ
うにする｣,｢キックベースは男女差がボールを蹴る時
に出てしまうので,男子が蹴る時は利き足でない逆の
足で蹴るなど,ルールを調整するべき｣というよう
に,男女共修の授業では,男女差を少なくするルール
を採用することが考えられる｡
また. ｢スポーツの不得意な人が多少有利になる
ルールを設ける｣というように,経験の有無や技術差
に配慮する必要がある｡そして ｢対象者が異なる世代
の人が混ざっている場合は,子どもや老人にはハン
ディキャップをつけて全員が平等な立場でやると良
い｣と,学校外で多世代でレクリエーション ･スポー
ツを行う場合にも有効な視点である｡
このように,男女間の差を埋め,身体に障がいがあ
る人と一緒に楽しめるための工夫は必要である｡しか
し,過度に個人個人の平等を求めすぎないことも必要
な視点である｡中学生や高校生では同性間において
も,運動部であるかないかで運動能力に差があるのは
否定できない｡運動の苦手な人や不得意の人に合わせ
すぎて,運動の得意な人や好きな人の欲求を過度に阻
害しないようにしたい｡そこではゲーム性を損なわな
いような注意が必要である｡
①-2.参加者に適した種目とルール設定
レクリエーション･スポーツでは,｢種目は誰でも
できるようなものを選び,うまくできなくても劣等感
を味わせないようにする｣ことを考慮する｡また,
｢ソフトボールやキックベースで,3アウト制ではな
く,チーム全員が一度は打席に立ったら攻守交替の方
式にすると,全員が楽しめる｣ ｡ つまり,攻守交替制の
ゲームを行う場合に,守備がアウトを取れなくても交
替できる｡また,攻撃時も一巡するまで続くので,打
てなかった人が責任と劣等感をあまり感じないです
む｡このように,機会を平等にするとともに,個人が
責任を恐れて消極的にならないようなルール上の工夫
は大切である｡
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授業で特に有効だったのは,野球型スポーツで,打
席にチーム全員が立ったら攻守交替という方法であ
る｡一発逆転の機会に,後がない状態で自分に回って
くるのが嫌でゲームに参加したくない人や,守備が未
熟で全く交替できないゲームを出さなくてすむ｡この
方法は学校体育の授業でも使える方法だと考える｡
②簡単簡潔なルールとその徹底
レクリエーション･スポーツでは,｢ルールは簡単
にして,誰でも理解できて参加できるものにする｣こ
とが求められる｡また,授業に ｢留学生が参加してい
たが,日本語を理解していない場合があるので,説明
は簡単な日本語で簡潔に行い,交流しやすくする必要
がある｣｡このように,ルールを簡単なものにして多
くの人がすぐ理解できるものにすることと,ルールの
説明を簡潔にして徹底することが必要だと述べてい
る｡
特にルールは明確にするべきである｡サーブ権の移
行や有効範囲 (バドミントンや卓球でダブルスの場合
等),何がルール違反で何が有効なのかを暖味にした
ままゲームを始めると,途中で中断することになりか
ねない.これはレクリエーション ･スポーツの場合も
含む体育の授業で,指導する側とされる側が存在する
場合の基本である｡さらに重要なことは,指導者の指
示が暖味だと,受講生は行動に移しづらいということ
である｡対象者がスポーツ専攻以外の学生,高校生や
中学生となればより的確な指示が必要になる｡
③みんなで楽しめる種目と方法を採用する
③-1.幅広い年齢層の人が一緒に楽しめる種目
｢ペタンクをする場合,子どもからお年寄りまで幅
広い年齢層でチームを作り,互いにコミュニケーショ
ンをとりながら協力して行うとよい｣,｢なるべく競技
をやる全員が楽しめるように,みんなでコミュニケー
ションをとりながら行える種目にする｣というよう
に,レクリエーション･スポーツ種目を行う時に,世
代間と性別をこえた協力とコミュニケーションが図ら
れることを重視している｡参加者の交流はレクリエー
ション･スポーツの重要な機能であり,そのための
チーム編成や工夫が大切である｡
また,各人の体力差を考慮して ｢運動量の少ない種
目と多い種目の両方を行う｣ことで,参加者の運動欲
求を満足させる配慮も必要な場合がある｡
③-2.チームプレーを尊重する
チームで行う種目では,｢個人プレーに走りすぎず,
周囲にしっかりパスを回す｣など,全員が協力してプ
レーすることを尊重するOまた,スポーツ中にできる
ことがなく,立っているだけにならないように,｢サッ
カーでは全員にパスを回してからゴールを決めたら3
点といったルールを作り,チーム全員でゲームに臨む
ような姿勢を大事にしたい｣など,全員でゲームを作
ることが望ましいと述べている｡
③-3.飽きずに集中できるゲームにする
レクリエーション ･スポーツは手軽で簡単にできる
という長所がある一方で,単調で飽きやすいという短
所が指摘されることがある｡そのために,｢フライン
グディスクをウオーミングアップで行う場合,相手と
投げ合うだけでなく,何か的を作って楽しむ｣こと｡
また,｢スピードボールや綱引きなど,同じことを繰り
返すような種目では,違ったルールを決めて独自性を
出しながら飽きさせないようにする｣など,競い合う
要素が少ない種目や単調な種目に変化を持たせること
を提案している｡
④柔軟な発想と対応を心がける
レクリエーション･スポーツでは,既成概念にとら
われない柔軟な発想と対応が必要である｡｢対象者が
お年寄りや子どもの場合,柔らかいボールを使用す
る｣ことや ｢参加者の年代に合わせてネットの高さを
調整する｣といった,正規のルールに拘らずにボール
のサイズや材質,ネットの高さやコートの広さを変え
るといった対象者に応じた工夫が必要である｡また,
｢対象者の年齢や運動能力に応じてルールを簡易化す
る｣ことや ｢フライングディスクを空き缶に当てて点
数を競うゲームにすれば,ルールが簡単で障がいのあ
る人も楽しめる｣というように,対象者と状況に応じ
て臨機応変に対応する柔軟性と包容力が大切である｡
⑤安全性を確保する
レクリエーション･スポーツは,多くの人が楽しめ
るものが多い｡しかし,ルールは未知のものが多く,
初めて接する場合が多い｡そして用具についても見慣
れないものがある｡そのため ｢ルールをしっかり統一
し,そのルールに従って行う｣という基本を大事にす
る｡そして ｢用具によっては危険性が高いものがある
ので,しっかり安全を確保して行う｣など,安全性を
確保するとともに参加者がケガや事故の防止に心がけ
る必要性を強調している｡
(2)レクリエーション ･スポーツ授業のモデル案の提起
これまでの授業実践の蓄積と受講生と実施者による
改善点の検討をふまえて,レクリエーション ･スポー
ツ種目の特性と授業を実施する際の留意事項に配慮し
たモデル案を提起する (表2参照)0
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表2 レクリエーション･スポーツの種目特性と授業モデル案
種目名 施設 種目の特性 授業実践の結果をふまえた
時間数(h)人数(人) 技術.運動量 実施の際の留意事項と提案
キックベースボール 屋内外 野球型,ボールを蹴る 5アウト制か一巡して交替が適1h 攻守交替制,運動量少ない 投手を置 ず置いた球を蹴るのもよい
チーム9人､16-30小学校で経験多い 屋内ならソフトバレー 球も変化がある
ティー ボール 屋外 野球型,ボールを打つ 5アウト制か一巡して交替が適1h 攻守交代制,経験者は少ない グラブはなくても可能
チーム9人､16-30野球.ソフトボールの導入に適 ジャストミー トすると飛ぶがミスが多い
一輪車 屋内 自転車型 男子に比べ女子の方が経験多く上手1h 小学校で経験多い 子どもの時の経験の有無が大きい
1人で可､3人が適 バランスをとることが重要 未経験者は練習が必要である
綱引き 屋内 チームで力を競う競技 力の消耗が激しく数本で疲労する1h 学校,行事で経験多い 作戦とコンビネーションが重要となる
16-30 奥が深く,競技としても盛ん チームで作戦を立て練習するとよい
ソフトバレー 屋内 ネットリiレ-型 バドミントンコー ト使用1h 大きく柔かいボール,痛くなくネット レー コー トの場合6人以上がよい
チーム4人､8- 低いので年齢性別を問わず可能 3段攻撃とラリー を推奨する
インディアカ 屋内 ネットリル -型,羽球を打ち合う サーブ,打撃をするには練習が必要1h 経験者少ない 3段攻撃とラリー を推奨する
チーム4人､8- ネット低くやり易いが技術が必要 バドミントンコー ト使用
バドミントン 屋内 ネット型,羽球をラケットで打ち合う シングルス,ダブルスが基本1h 学校で経験多い,競技スポーツ 3,4人でチームで対戦するとよい
2- 手軽だが競技は技術.体力が必要 上手くなるには技術と練習が重要
卓球.ラ-ジボール卓球 屋内 ネット型,ラケットで打ち合う シングルス,ダブルスが基本1h 経験者多い,ラー ジ球経験なし 3,4人でチームで対戦するとよい
2～ 手軽だが競技は技術が必要 上手くなるには技術と練習が重要
ピックルボールソフトサッカ .フットサルユニホ クセパタクロフライングディスクドジビー,アルティメットスピー ドペタンキンボール 屋内 ネット型,ラケットで打ち合う シングルス,ダブルスが基本
1h 経験者なL バドミントンコ-ト使用 3,4人でチームで対戦するとよい
2- 中空球で速度遅く初心者も可能 経験者はテニス等ヘ移行するとよい
屋内 ゴール型,足で蹴る,室内サッカー ソフトバレー 球を使うと女子に好評
1h 経験者が増加,男女差はある サイドラインをなくし,壁も使うとよい
10- 慣れと技術が必要になる 上手くなるには技術と練習が重要
屋内 ゴール型,簡易な室内ホッケー 手軽で運動量があり,楽しくやれる
1h 経験者は少ない,男女差少ない サイドラインをなくし,壁も使うとよい
10- 手軽だが上手くなるには技術必要 上手くなるには技術と練習が重要
屋内 競技はネット型,蹴まり形式で行う 経験者が少なく,難しい技術である
1h 経験者は少ない,寵球で難しい 短時間で経験するとよい
2- 蹴まり円陣パスが適当 上手くなるには技術と練習が重要
屋内外 平型球を使用,浮揚感が魅力 投法など基礎技術は繰り返し行う
1h キャッチボールの他数種目がある ドジビーは変化球を楽しめる
2人､14-30 遊び経験はあるが競技経験ない アルティメットは技術と練習が必要
屋内 支柱についた紐球をラケットで打つ 空き時間に1,2人で楽しむ方法で行う
1h 経験者は少ない,運動量はない 時間単位の連打数を競うとおもしろい
1 - 高速で回転する球を1人か2人で 長時間行うと飽きやすい
屋外 目印に球を近づける 3,4人チームで対戦するとよい
1h 経験少ない,運動量はない 未知のためルールを説明する必要あり
2- 手軽にできるが技術戦術が深い 上手くなるには技術と作戦が必要
屋内 1チーム4人,3チーム同時に競技 未知のためルールを説明する必要あり
1h 巨大球をヒットとレシーブ 落とさず連続するとおもしろさが増す
山形大学 教職 ･教育実践研究 5,17-26,2010 25
(∋施設 ･用具
施設は屋内体育館を中心にしているが,ペタンク,
ティーボール,キックベースボール,アルティメット
は屋外で行うのが適している｡屋内でもバドミントン
コートの広さで可能な種目 (バドミントン,ピックル
ボール,ソフトバレー,インディアカ)が多い｡フッ
トサル,ユニホック,キンボール,フライングディス
クは,バレーコート2面ほどの広さが適している｡し
かし,少人数であればドジビー,綱引き,一輪車と同
じように,バレーコート1面あれば可能である｡人数
に応じた施設利用をすることが大切である｡
用具は高価なものもあるので,すべてを公式用で確
保するのは困難な場合がある｡そこでは正規品と若干
異なるものでも実用上支障がなければ問題はない｡バ
レーボールやソフトバレーボールは,ドッジボール,
キックベースボール,サッカー,ハンドボールなどに
使用できる｡バドミントンコートや支柱,ネットを
使ってピックルボール,ソフトバレー,インディアカ
が楽しめる｡コートの広さやライン,ゴールの大きさ
も状況に応じて変更して行えばよい｡
②時間数
時間数については,1種目につき1時間 (50-90分
程度)をあてている｡しかし,種目によっていくつか
のタイプがある｡
キックベースボール,一輪車のように子どもの頃に
経験した種目は久しぶりにやっても身体が覚えていて
すぐできる｡卓球,綱引き,バドミントン,ソフトバ
レーなど学校体育で経験した種目も同様である.ま
た,ピックルボール,ティーボール,ドジビーなどは,
初めて経験しても楽しめる種目である｡
他方で,ユニホック,インディアカ,アルティメッ
ト,キンボールは,初めてでもやれるが,上手くこな
すには一度の授業では十分ではなく,数時間をとって
練習とゲームを行うのが適している｡アルティメット
や今回取り上げていないソフトボールなどは,ゲーム
を楽しむには技術練習が必要である｡
技術的に困難なセパタクローや短時間で楽しめるス
ピードボール,筋力の消耗が激しい綱引きは20-30分
程度でもよい｡
③人 数
人数については,1人あるいは2人でも楽しめる種
目が多いOしかし,ドジビー,ティーボール,キック
ベースボール,綱引きを楽しむには少なくとも16人以
上は必要である｡また,シングルス,ダブルスが可能
な種目でも,3-6名のチームを編成して,団体戦形
式で楽しむのがよい｡そして回数が確保できればリー
グ戦を行うとよい｡その際には,すでに述べたとお
り,男女,年齢,運動歴,所属,そして運動歴などが
うまくバランスをとれた混成チームにすることが大切
である｡力を均衡させると同時に,異質の交流を図る
ことが授業の主要な目的の1つだからである｡
④運動量
運動量については種目による違いがある｡ペタンクや
スピードボールは,走りまわる運動ではない｡他方,
筋力を消耗する綱引きの他,フットサル,ユニホッ
ク,キンボール,インディアカ,バドミントンはゲー
ムが続くと相当な運動量がある｡こうした種目は適宜
休憩を入れたり,交代しながら行うのが望ましい｡手
軽にできる種目が多いが,技術的奥深さがあり,技術
を身につけるほど体力と運動量が必要となってくる｡
⑤ルール説明と指示
キンボール,ペタンクなど初めて体験する人が多い
種目では,ルールの説明とやり方についてわかりやす
く説明する必要がある｡とりわけキンボールは3チー
ムが同時に競技する珍しい種目であり,ルールを教え
る必要がある｡そこでは映像教材や経験者による手本
を見せるなどして,具体的かつ端的にそのコツを伝え
ることが重要である.プレーやゲームの途中でも場合
によっては,指示をする必要が出てくる｡
⑥状況に応じた対応
授業を計画し実施するにあたっては,受講生の人
数,年齢,性別,レディネス,施設用具,時間数など
を勘案して計画しながら,授業を実施していく過程で
状況に応じて柔軟に対応していくことが必要になる｡
⑦学校体育への応用
また,この授業モデル案は大学生への実践をふまえ
たものであるが,小学校,中学校,高等学校の体育授
業にも応用できると考える｡
小学校ではゲームや主運動への導入教材として使用
できる｡中学校,高等学校では選択授業や男女共修の教
材として行える｡また体育祭 ･スポーツ大会などの行事で
行える｡そのことで,運動の楽しさ,生徒間の交流,競技
スポーツへの準備,多様なスポーツ文化の学習の効果が
期待できる｡運動好きと運動嫌いの二極化が指摘され
ているが,その改善に貢献できる可能性を持っている｡
この点について,『小学校学習指導要領』の第 1章総
則第2｢内容等の取扱いに関する共通的事項｣におい
て ｢内容の範囲や程度等を示したものであり｣,｢学校
において特に必要がある場合には,この事項にかかわ
らず指導することができる｡｣と,目標や内容の趣旨を
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踏まえ,児童の負担過重を配慮しつつ,学校の判断で
導入が可能である8㌧すなわち,小学校における基本
の運動やゲームにおいては,レクリエーション･ス
ポーツの導入は可能である｡ただし,教材化にあたっ
ては,種目選択,時間数,用具,予算の確保,指導者
研修,適正年齢の検討などの課題がある｡
6.おわUに
本研究の目的は,Y大学でレクリエーション･ス
ポーツの授業の実践と評価を行い,実施者と受講生の
声にもとづく改善策を反映した授業プログラムを提案
することであった｡
2008･2009年の2年間,Y大学では6クラスの授業
を実施したが,そのうち2クラスを対象に授業実践の
記録を分析し,受講生及び実施者による評価と改善策
を検討した｡その結論をまとめて述べる｡
第1に,受講生のスポーツ歴調査から,大学生のレ
クリエーション･スポーツ種目の体験が少ないことが
あきらかになった｡とりわけニュースポーツ種目につ
いては90%以上が未体験であった｡
第2に,授業終了後のアンケート調査から.授業で
興味を持った点について,新鮮でおもしろいこと,新
しい感覚が味わえること,純粋にスポーツの楽しさが
味わえること,技術的 ･体力的に奥深さがあること,
世代と性別を問わずみんなで楽しめること,連帯感が
培われることの6点にまとめることができる｡
第3に,レクリエーション･スポーツの授業の意義
は,①初めてでも手軽に,楽しく熱中でき,スポーツ本
来のおもしろさを知ることができる｡②初めて出会っ
た学生と協同で学習し,交流を深めることができる｡
③従来の体育授業や競技スポーツとは異なる魅力を感
じ,その意義を認めている｡④多様なスポーツの体験
が,未知のスポーツへの偏見と抵抗を減じて,積極的
にチャレンジする意欲と継続する意識を形成する契機
となる｡このように授業の意義を肯定的に認めている｡
第4に,受講生の声と実施者による検討から授業を
改善するための工夫について,機会の平等性を確保し
均衡したチーム編成をすること,簡単簡潔なルールづ
くりとその徹底,みんなで楽しめる種目と方法を採用
すること,柔軟な発想と臨機応変の対応を心がけるこ
と,安全性を確保することの5点が明確となった｡
第5に,授業実践と改善点の検討をふまえて,レク
リエーション･スポーツの授業モデル案を作成した｡そ
こでは,種目特性を考慮して施設 ･用具,時間数,技
術と運動量,実施の際の留意事項等について言及した｡
レクリエーション･スポーツの授業実践の結果は成
功であったと評価できる｡授業での経験によって競技
中心のスポーツ観から,多様なスポーツ文化への認識
と生涯継続する意識の端緒を認めることができる｡そ
の意味でも授業は今後とも継続していく意義がある｡
今後の課題として,提起したプログラムを実施し
て,その結果を次のプログラムに反映させながら,よ
りよいレクリエーション･スポーツの授業モデルを立
案していくことである｡また,新しい種目を導入し,
その経験を蓄積しながら,種目特性の検討と授業導入
の適否を検討していくことである｡他方で,全国的視
野ですでに学校体育で試みられている実践例を把握
し,そこから学ぶことが必要である｡
以上,いくつか解決すべき課題はあるものの,レク
リエーション･スポーツ種目を学校体育に取り入れて
いくことは,今後 ｢生涯スポーツ社会の実現｣を推進
していくうえで有効な方法である｡
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